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令和７年度富山県食品衛生監視指導計画（案）に関する意見募集結果 

 

１ 意見募集期間 令和７年２月 26日（水）～令和７年３月 14日（金） 

２ 意見提出件数 ３件 

３ 意 見 の 概 要 意見の大部分は施策への質問・要望であった。（詳細は下表のとおり。） 

※ 意見の受付順 

No. ご意見の項目 ご意見等の概要 ご意見に関する考え方 

１ 第３ 監視指導の

実施に関する事項 

 

 

富山市のサービス高齢者住宅で食中毒

が発生し11人が嘔吐、内１人が吐いた

物が喉につまり死亡されています。その

他、高岡の飲食店が出した弁当や、上市

町の飲食店、高岡市の葬儀場での食事で

もノロウイルスが検出されるなど、今年

度県内で10件発生しています。令和７

年度計画は令和６年度と同様に「大規模

調理施設衛生管理マニュアル」に基づき

衛生管理が実施されているか確認とな

っていますが改善の必要があるのでは

ないでしょうか？ 

食品取扱い事業者に対する指導は、今後も

引き続きHACCPに沿った衛生管理の実施

を指導する予定です。 

なお、ノロウイルスは感染していても症状

を示さない不顕性感染も多く認められて

いることから、今後は、消費者を含めた食

品取扱者の手洗い徹底と、食品に直接触れ

る際の「使い捨て手袋」の着用について注

意喚起を強化していきます。 

２ 第３ 監視指導の

実施に関する事項 

 

 

入善町で開催されたイベントで食中毒

が発生し、９グループ 17人が下痢、嘔

吐、腹痛等の症状となっています。上記

記載同様、大規模イベントでの対策が令

和７年度計画は令和６年度と同様の計

画となっていますが改善の必要がある

のではないでしょうか？ 

近年、大規模イベント等において施設、設

備、人的能力等を大幅に超えた受注を行っ

たことよる食中毒が発生しています。その

ため、令和７年度計画では、イベント主催

者に対する適正量発注働きかけを行うほ

か、イベント時のみならず年間計画での監

視指導も活用しながら効率的・効果的な監

視指導を実施予定です。 

３ 

 

第６ 消費者への

情報提供及び意見

交換（リスクコミ

ュニケーション）

の実施に関する事

項 

2024年７月、９月の腸管出血性大腸菌感

染症発生状況は過去５年間平均を上回

る結果となっています。特に夏場の対策

強化を県民に呼びかける手段として、食

品販売店（スーパー等）の協力もいただ

き周知するなどの協力体制を拡充して

ください。 

いただいたご意見は、今後の県民向け啓発

検討時の参考にさせていただきます。 

なお、2024年にあった県内の腸管出血性

大腸菌感染症については、汚染された肉等

の食品を加熱不十分な状態や生のまま喫

食した海外旅行事例が多くあったことか

ら、海外旅行先での注意点を県 SNS等で広

報したところです。 


